
 

  
 
 

 
 

 
                                

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

昭
和
五
十
年
に
保
健
師
と
し
て
当
時
の
明
野
村
に

就
職
し
、
村
の
人
々
の
顔
も
家
も
電
話
で
の
声
も
わ

か
る
環
境
の
中
で
仕
事
を
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
は

赤
ち
ゃ
ん
も
一
年
間
に
六
十
人
以
上
産
ま
れ
、
介
護

保
険
も
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
高
齢
者
人
口
も

そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、
農
業
を
し
て
い
る
人
が
多
か

っ
た
た
め
か
、
認
知
症
や
寝
た
き
り
の
人
は
余
り
目

立
た
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。
三
十
年
た
っ
た
今

明
野
町
は
、
一
年
間
に
産
ま
れ
る
子
供
が
三
十
人
に

も
満
た
ず
、
高
齢
者
が
多
く
な
り
、
介
護
保
険
を
利

用
さ
れ
て
い
る
方
も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

明
野
町
だ
け
で
は
な
く
、
北
杜
市
全
域
が
同
じ
よ
う

な
状
況
で
、
一
年
間
の
出
生
数
は
二
百
五
十
人
、
亡

く
な
る
方
が
７
０
０
人
余
り
と
、
人
口
が
自
然
に
減

少
し
て
き
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
こ
の
四
月
か
ら
長
寿
福
祉
課
に

異
動
に
な
り
六
十
五
歳
以
上
の
方
々
を
中
心
に
し
た

様
々
な
事
業
展
開
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。 

 

現
職
に
来
て
思
う
こ
と
は
、
北
杜
市
は
山
梨
県
の

市
の
中
で
は
高
齢
化
率
は
一
番
高
く
、
約
三
人
に
一

人
が
六
十
五
歳
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
介
護
保 

      

   

険
の
認
定
率
は
県
平
均
よ
り
も
低
く
、
介
護
保
険
を 

利
用
さ
れ
な
い
元
気
な
高
齢
者
が
多
い
と
言
う
こ
と

で
す
。
若
い
方
々
が
地
元
を
離
れ
、
高
齢
者
が
家
や

田
畑
を
守
る
環
境
、
自
分
が
一
家
の
代
表
と
し
て
地

域
の
活
動
に
参
加
す
る
と
い
う
現
実
が
、
頭
も
体
も

若
々
し
く
保
つ
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
介
護
予
防
事
業
を

様
々
実
施
し
て
い
る
こ
と
、
市
の
総
合
検
診
で
は
健

診
の
受
診
率
も
高
く
、
日
常
生
活
習
慣
の
改
善
が
成

年
期
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
関
係
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
四
月
か
ら
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
も
始
ま

り
、
高
齢
者
か
ら
保
険
料
を
徴
収
す
る
事
な
ど
、
様
々

な
批
判
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
団

塊
の
世
代
が
六
十
歳
以
上
に
な
り
、
ま
す
ま
す
高
齢

者
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
中
で
は
、

若
い
方
々
に
高
齢
者
事
業
の
負
担
が
の
し
か
か
る
こ

と
で
、
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
へ
の
た
め
ら
い

に
つ
な
が
ら
な
い
か
、
不
安
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で

苦
労
さ
れ
て
来
ら
れ
た
高
齢
者
の
方
々
へ
の
対
応
も

お
ろ
そ
か
に
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
少
子
化
が
進

む
現
在
で
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
達
へ
の
手
厚
い

支
援
も
考
え
て
行
か
な
い
と
、
二
十
年
後
の
社
会
は

大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
考
え
る
こ
の
頃
で
す
。 
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差
出
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（
差

出
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代
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）
 

7-4 

返
送

先
：
〒

140-0012
 

品
川

区
勝

島
1-1-1 

こ
の

お
荷

物
は

ご
依

頼
人

様
か

ら
お

預
か

り
し

た
荷

物
を

当
社

が
差

出
人

と
な

っ
て

発
送

代
行

し
て

い
ま

す
。

冊
子
小
包

料
金

後
納

郵
便

 
佐

川
物

流
サ

ー
ビ

ス
(株

)

【 

九
月
十
五
日 

敬
老
の
日 

御
祝 

】 
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高
齢
者
社
会
に
思
う
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※ 

本
誌
は
、
愛
寿
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て 

お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。 

北
杜
市
長
寿
福
祉
課 

 
 
 

課
長 

深
澤 

久
美
子 



― 

理
事
会
開
催 

― 
 
 
 
 

 
第
百
七
十
四
回
理
事
会
が
九
月
三
十
日
開
催
さ
れ
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
、
規
程
の
改
定
に
つ
い
て 

 

特
殊
勤
務
手
当
（
専
門
資
格
・
夜
間
勤
務
）
の
内
、

夜
間
勤
務
回
数
に
よ
る
支
給
基
準
又
、
第
二
仁
生
園

運
営
規
定
の
改
定
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 
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二
、
平
成
二
十
年
度
前
期
事
業
報
告
に
つ
い
て 

 

① 

危
機
管
理
の
徹
底 

 

② 

仁
生
園
二
号
館 

屋
根
・
外
壁
改
修
工
事 

 

③ 

第
二
仁
生
園 

作
業
棟
建
設
工
事 

             

                  
 

 
― 
感
染
症
防
止
強
化 

― 
  

仁
生
園
で
は
九
月
か
ら
四
月
を
【
感
染
症
防
止
強

化
期
間
】
と
し
現
在
実
施
し
て
い
る
「
通
常
時
の
対

応
」
は
勿
論
、
万
一
時
の
「
緊
急
時
の
対
応
」
に
つ

い
て
、
消
毒
・
清
掃
・
手
洗
い
・
ケ
ア
方
法
等
注
意

を
強
め
て
お
り
ま
す
。 

 

面
会
等
ご
来
園
の
際
は
、
手
指
消
毒
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

～ 

敬
老
の
日 

～ 
 

敬
老
の
日
、
山
梨
県
と
北
杜
市
に
よ
る
慶
祝
訪
問

が
あ
り
、
入
所
者
の
方
、
ご
家
族
合
わ
せ
て
十
四
名

が
出
席
さ
れ
式
典
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

知
事
、
市
長
の
代
理
の
方
よ
り
一
人
ひ
と
り
に
、

祝
金
、
記
念
品
の
贈
呈
と
百
年
の
永
い
年
月
に
敬
意

と
労
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
ご
本
人
ご
家
族
様
と

も
ど
も
感
激
さ
れ
、
今
日
ま
で
元
気
に
過
ご
し
て
き

た
事
に
感
謝
と
御
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

施
設
を
代
表
し
て
小
澤
理
事
長
よ
り
、
祝
辞
が
述

べ
ら
れ
、
そ
の
後
記
念
写
真
撮
影
を
行
な
い
、
な
ご

や
か
な
う
ち
に
式
典
が
終
了
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
も
み
な
様
が
健
や
か
で
、
穏
や
か
に
生
活
で

き
ま
す
よ
う
、
職
員
一
同
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 
             

【 おめでとうございます 】 

五 

介
護
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

相
談
件
数 

 
 
 

今
年 

１
９
２
件 

 
 

（
３
２
５
９
件
）

 

イ 

老
人
保
健
事
業 

六 

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
「
こ
あ
ら
ま
」 

 
 
 

入
居
者
日
数 

 
 
 

今
年 

１
５
６
８
日 

 

（
２
５
３
０
日
）

  

ウ 

障
害
者
自
立
支
援
事
業 

 
 

七 

第
二
仁
生
園 

①  

施
設
入
所
支
援
事
業 

 
 
 

９
８
．
５
％ 

 

（
９
８
．
０
％
）

② 

日
中
活
動
支
援
事
業 

 
 
 

９
４
．
３
％ 

 

（
９
８
．
０
％
）

③ 

短
期
入
所
支
援
事
業 

 
 
 

２
９
．
７
％ 

ア 

介
護
保
険
事
業 

一 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

 
 
 

平
均
ベ
ッ
ト
稼
働
率 

 
 

年
度
目
標 

 
 
 

今
年 

９
８
．
１
％ 
 

（
９
８
．
４
％
）

二 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

平
均
ベ
ッ
ト
稼
働
率 

 
 
 
 

今
年 

１
３
．
２
名 

 

（
１
３
．
０
名
）

三 
 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

 
 
 

利
用
者
総
数 

 
 
 

今
年 

１
５
７
６
名 

 

（
３
８
０
０
名
）

四 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら
ぎ
」 

 
 
 

 
 
 

利
用
者
総
数 

 
 
 

今
年 

１
６
４
２
名 

 

（
３
２
５
９
名
）
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～ 

わ
か
ば
保
育
園 

～ 
 

 

九
月
三
日
（
水
）
、
高
根
町
「
わ
か
ば
保
育
園
」
十

六
名
の
園
児
の
み
な
様
が
、
来
園
さ
れ
ま
し
た
。 

第 112 号                        社会福祉法人 愛 寿 会                  平成 20 年 10 月 1 日 

大
勢
の
入
所
者
の
み
な
様
が
参
加
さ
れ
、
か
わ
い

ら
し
い
お
遊
戯
や
元
気
な
歌
声
に
、
自
分
の
孫
を
見

る
様
な
あ
た
た
か
い
眼
差
し
と
、
た
く
さ
ん
の
拍
手

を
送
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
催
し
物
の
後
に
は
、
交

流
会
が
行
な
わ
れ
園
児
の
み
な
様
と
握
手
を
し
た
り
、

肩
を
た
た
い
て
も
ら
い
、
ど
の
入
所
者
様
も
と
て
も

良
い
表
情
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

又
、
園
児
の
み
な
様
よ
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
、
「
長
生

き
し
て
下
さ
い
。
」
と
の
言
葉
に
、
目
頭
を
押
さ
え
て
、

何
度
も
う
な
ず
か
れ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。 

わ
か
ば
保
育
園
の
み
な
様
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
             

【 園児とのふれあいを楽しみました 】 

～ 

甲
稜
中
学
・
高
校 

～ 
 

 

「
筝
曲
っ
て
お
琴
の
こ
と
だ
よ
ね
」
「
大
正
琴
な
ら

聴
い
た
こ
と
あ
る
け
ど
、
琴
は
初
め
て
だ
ね
。
」
会
場

に
向
か
う
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
か
ら
期
待
に
弾
ん
だ

会
話
が
聞
か
れ
ま
し
た
。 

 

県
下
で
も
珍
し
い
中
高
一
貫
の
合
同
部
活
動
を
さ

れ
て
い
る
甲
稜
中
学
・
高
校
の
生
徒
十
一
名
、
先
生

四
名
の
筝
曲
部
の
慰
問
に
、
会
場
は
満
員
で
し
た
。

耳
に
優
し
い
音
色
を
楽
し
ん
だ
後
入
所
者
に
な
じ
み

の
曲
、
な
つ
か
し
い
童
謡
「
赤
と
ん
ぼ
」
他
二
曲
メ

ド
レ
ー
で
琴
に
合
わ
せ
て
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。 

 

清
楚
な
生
徒
さ
ん
の
姿
に
孫
を
思
い
出
し
た
の
か
、

和
の
音
色
に
穏
や
か
な
表
情
を
さ
れ
て
い
る
入
所
者

の
姿
が
数
多
く
見
ら
れ
た
「
敬
老
の
日
」
の
一
コ
マ

で
し
た
。 

              

～ 

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影 

～ 

 
 

今
年
も
、
園
内
に
お
い
て
結
核
の
予
防
を
目
的
と

し
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
行
な
い
ま
し
た
。 

 

今
後
も
み
な
様
が
毎
日
元
気
で
生
活
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
健
康
維
持
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

        
 

   

～ 

お
い
し
い
贈
り
物 

～ 
 

北
杜
市
長
坂
町
の 

小
宮
山 

要
様
よ
り
、 

今
年
も
大
き
く
育
っ
た 

お
い
し
い
り
ん
ご
「
つ 

が
る
」
を
頂
き
ま
し
た
。 

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご 

ざ
い
ま
し
た
。 
【 優しい音色を奏でました 】 

【 順序よく進められました 】 
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～ 

ス
イ
ン
グ
ハ
ー
ト
バ
ン
ド 

～ 
 

 

九
月
十
三
日
（
土
）
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
に
於

い
て
ス
イ
ン
グ
ハ
ー
ト
の
慰
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

会
場
は
超
満
員
。
大
き
な
機
材
を
持
ち
込
ん
で
の
生

バ
ン
ド
で
、
ギ
タ
ー
・
ド
ラ
ム
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の

伴
奏
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。 

 

女
性
の
ボ
ー
カ
ル
が
懐
か
し
い
メ
ロ
デ
ィ
、
童
謡
、

歌
謡
曲
を
十
曲
ほ
ど
披
露
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 
 

入
所
者
の
方
々
も
口
ず
さ
ん
だ
り
、
中
に
は
踊
っ

て
お
ら
れ
る
方
も
見
受
け
ら
れ
、
た
い
へ
ん
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。 

            

家
族
の
み
な
様
に
お
願
い 

ご
登
録
い
た
だ
い
た
緊
急
連
絡
先
ま
た
は
介
護
・ 

医
療
保
険
証
等
に
変
更
・
更
新
が
あ
る
場
合
に
は
、 

ご
利
用
の
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
ま
で
ご
連
絡
の
う
え 

 

ご
提
出
く
だ
さ
い
。 
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～ 

第
二
仁
生
園
だ
よ
り 

～ 
  

先
日
、
書
道
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
入
所
者
の
方
々
は
、
「
秋
」
に
ち
な
ん
だ
言
葉
を

考
え
、
筆
を
は
し
ら
せ
ま
し
た
。 

 

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
と
て
も
素
晴
ら
し
く
、
大

好
評
の
催
し
と
な
り
ま
し
た
。 

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
佐
藤
様
・
奥
本
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

        
 

― 
後
援
会
入
会
の
方
々 

― 
 
 
 
 
 
 

（
八
月
二
十
一
日
～
九
月
二
十
三
日
） 

       
  

後
援
会
に
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ご
芳
情
（
九
月
一
日
～
九
月
三
十
日
） 
 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ほ
が
ら
か
グ
ル
ー
プ 

 

様 

・
レ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ゆ
ず
っ
こ
の
会 

 
 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 

 

山

鳩

の

会 
 

  
 

 

様 

・
北
杜
市 

 
 

 

保
坂 

多
枝
子 

 
 

 
 

  

様 

・
北
杜
市 

 
 

 

小
野
寺  

毅 
 
 
 

 
 

様 

・
北
杜
市 

 
 

 

小

宮

山 

要 
       

 

様 

・
北
杜
市 

 
 

 

深

沢

武

久 
       

 

様 

・
千
葉
県  

 
  

湯

浅 

四

郎 
 
 

 
 

 

様 
 

 
 

 利
用
者
状
況
（
九
月
末
現
在
） 

      
  

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
す
ら
ぎ 

   

生
活
支
援
ハ
ウ
ス
こ
あ
ら
ま 

   

第
二
仁
生
園 

  

愛
寿
会
の
サ
ー
ビ
ス
に
何
か
ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
こ
ち
ら
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。 

 
 

電
話
０
５
５
１
―
３
２
―
３
３
４
０ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
セ
ン
タ
ー 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

三
十 

名 

九 

名 

九 

名 

三
十
九 

名 

十
四
．
七 

名 

一
三
二 

名 

○
大

島 
マ

キ 

様 
 

○
相

良 

紀

昭 

様 

○
浅

川

 

敏 

様 
 

○
長

坂

金

曜

会 

様 

○
北

原

 

久 

様 

○
（
有
）
宮

坂

自

動

車 

様 

○
（
福
）
信
和
会 

穴
山
の
里 

様 

○
小

澤

 

幸 

様 
 

○
佐
藤 

き
よ
子 

様 

○
古

屋 

吉

雄 

様 
 

○
小
松 

け
さ
子 

様 

○
藤

森 

三

男 
様 

 

○
五

味 

久

代 

様 

○
平

井 

輝

子 
様 

 

○
武

居 

昌

司 

様 

【 迫力ある演奏でした 】 

 

【 書道教室の様子 】 

愛寿会ホームページ  http://www.aijyukai.com      E-mail : jinseien@poem.ocn.ne.jp 


